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　午後１時ころから、大道場
で虫供養念仏が始まります。
導師の先導で同行衆によって
百万遍念仏が唱和され、大数
珠が操られます。 

　供養場には大道場と８つの
小屋が設けられ、それぞれに
掛軸が飾られます。各小屋で
はローソクがともり、“小屋
番”と呼ばれる人たちが鉦を
たたいています。 

　会場に立てられた大塔婆の
下の砂山を小さな子どもに素
足で踏ませると、「かんの虫封
じ」や「健やかに成長できる」
と言い伝えられています。 

　夕方が近づくと次の当番地
区への受け渡しが行われます。
この受け渡しから虫供養の行
事が始まると言われています。 
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□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）


